
　
平
成
28
年
度
に
白
石
区
庁
舎
が
本
郷
通
3
丁
目
か
ら
南
郷

通
1
丁
目
に
移
転
し
た
の
に
伴
い
、そ
れ
ま
で
旧
区
役
所
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
て
い
た「
白
石
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」の
会

場
が
平
成
29
年
度
か
ら
川
下
公
園
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

当
町
連
で
は「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」の
財
務
部
、総
務
部
、会
場

部
、催
事
部
、衛
生
部
の
業
務
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
48
年
9
月
に
廃
止
さ
れ
た
旧
国
鉄
千
歳
線
跡
地
に

「
白
石
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、自

転
車
専
用
道
路
で
は
な
く
多
く
の
人
々
が
親
し
め
る
憩
い
の

空
間
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
平
成
26
年
に
新
し
い
愛
称
を

募
集
し
、平
成
27
年
に「
白
石
こ
こ
ろ
ー
ど
」と
い
う
愛
称
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の「
白
石
こ
こ
ろ
ー
ど
」の
暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
地
域
の
子

ど
も
が
中
心
と
な
っ
て
、明
る
く
、夢
の
あ
る
空
間
に
変
え
る

こ
と
で
、落
書
き
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、ト
ン
ネ
ル
を
地
域

の
憩
い
の
空
間
と
し
、地
域
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
み
と
し

て「
タ
イ
ル
ア
ー
ト
」事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。東
札
幌
地
区

に
お
い
て
は
、平
成
26
〜
29
年
度
に
東
札
幌
1
条
4
丁
目
の

「
東
札
幌
1
号
線
ト
ン
ネ
ル
」、米
里
行
啓
通
り
の「
東
札
幌
ト

ン
ネ
ル
」を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、 

彫
刻
家
の
原
田
ミ
ド
ー
氏

の
指
導
の
下
、地
域
の
児
童･

生
徒
や
各
町
内
会
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
ま
で
毎
年
９
月
頃
に
定
山
渓
温
泉(

平
成
28
年
は

南
幌
温
泉)

に
１
泊
す
る
役
員
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、参
加
人
数
が
減
少
し
た
こ
と
と
送
迎
バ
ス
の
確
保
が
困

難
と
な
り
、平
成
29
年
か
ら
市
内
の
ホ
テ
ル
に
講
師
を
招
い

て
の
研
修
と
昼
食
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
札
幌
町
連
総
務
部
門
の
10
年
間
の
主
な
出
来
事
や
年
間

行
事
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
、関
係
機
関
、諸
団
体
、各
町

内
会
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
活
動
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
東
札
幌
町
連
の
活
動
へ
の
ご
協
力
、ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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東
札
幌
地
区
の
主
な
出
来
事

町
連
総
務
部
の
主
な
年
間
行
事

町連各部の主な歩み

緑
栄
会
が
解
散

「
白
石
こ
こ
ろ
ー
ど
」の「
東
札
幌
1
号
線
ト
ン
ネ
ル
」

に
タ
イ
ル
ア
ー
ト
完
成

「
白
石
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」の
白
石
区
部
分
が

「
白
石
こ
こ
ろ
ー
ど
」と
い
う
愛
称
と
な
る
。

「
白
石
こ
こ
ろ
ー
ど
」の「
東
札
幌
ト
ン
ネ
ル
」に

タ
イ
ル
ア
ー
ト
完
成

白
石
区
庁
舎
が
本
郷
通
3
丁
目
か
ら

南
郷
通
1
丁
目
に
移
転

役
員
研
修
を
１
泊
研
修
か
ら
日
帰
研
修
に
変
更

東
札
幌
六
条
団
地
自
治
会
が
退
会                    

東
札
幌
地
区
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
2
、0
0
0
日
達
成

東
札
幌
町
内
連
合
会
令
和
2
年
度
定
期
総
会
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

書
面
開
催
と
な
る

東
札
幌
町
連
創
立
60
周
年
記
念
誌「
十
年
の
歩
み
」

発
行
、記
念
事
業「
東
札
幌
会
館
I
Ｔ
シ
ス
テ
ム
、

A
V
機
器
の
整
備
を
実
施

「
創
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会
」（
開
催
予
定
）

年  

度

主
な
出
来
事

・
定
期
総
会
の
開
催
　

・
定
例
役
員
会
の
開
催（
年
７
回
）

・
町
内
会
長
会
議
の
開
催（
年
２
回
）　

・
定
例
３
役
会
議
の
開
催（
年
10
回
）

・
役
員
研
修
会
の
開
催

・
東
札
幌
地
区
新
年
交
礼
会

・
白
石
区
町
内
連
合
会
連
絡
協
議
会
の
出
席（
年
12
回
）

・
東
札
幌
地
区
各
種
団
体
総
会
等
の
会
議
に
出
席

・
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
行
事
に
協
力

町連役員研修会（令和元年９月）

平
成
26
年

４
月

平
成
27
年

1
月

平
成
29
年

9
月

令
和
2
年

4
月
19
日

令
和
2
年

12
月

令
和
4
年

1
月

平
成
30
年

4
月

平
成
30
年

12
月

平
成
28
年

11
月

平
成
26
年

〜
27
年

平
成
28
年

〜
29
年

町連創立60周年記念事業で整備したカラオケセット

　
東
札
幌
地
区
は
昭
和
51
年
に
開
業
し
た
地
下
鉄
白
石
駅
と

東
札
幌
駅
の
間
に
あ
り
、南
北
に
米
里
行
啓
通
り（
２
号
用
水

線
）、東
西
に
南
郷
通
り（
道
道

3
号
線
）が
通
っ
て
お
り
、交

通
の
便
が
良
く
、商
業
施
設
、国
際
会
議
場
を
有
す
る
札
幌
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
多
く
の
病
院
が
存
在
し
、住
環

境
の
良
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、大
型
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

や
単
身
者
を
対
象
と
し
た
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
、ア
パ
ー
ト

が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。人
口
構
成
は
15
〜
64
歳
の
生
産

年
齢
人
口
が
67
・
7
％
と
高
い
比
率
を
占
め
、０
〜
14
歳
の
年

少
人
口
や
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
の
比
率
が
札
幌
市
や
白
石

区
の
平
均
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す（
令
和
２
年
１
月
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
）。流
動
的
単
身
世
帯
が
多
い
こ
と
か
ら
町

内
会
活
動
に
関
心
が
薄
い
現
状
に
あ
り
、町
内
会
役
員
の
固

定
化
と
高
齢
化
を
招
く
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
札
幌
町
内
連
合
会
は
昭
和
36
年
２
月
12
日
に
結
成
さ

れ
、令
和
２
年
で
60
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て

令
和
4
年
１
月
7
日（
金
）に「
創
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会
」を

開
催
、「
記
念
誌
の
発
行
」、「
東
札
幌
会
館
の
I
T
シ
ス
テ
ム

の
構
築
・
A
V
器
機
の
整
備
な
ど
の
記
念
事
業
」を
実
施
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
札
幌
町
内
連
合
会
は
、平
成

23
年
に
は
東
札
幌
地
区
15

の
単
位
町
内
会
・
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、平
成

26
年
度
に
緑
栄
会
が
解
散
し
、平
成

30
年
度
に
東
札
幌
六
条

団
地
自
治
会
が
退
会
し
、令
和
2
年
度
に
は
13
団
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。令
和
２
年
１
月
現
在
の
構
成
世
帯
数
は
5
、

8
6
1
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 ◉ 

町
連
総
務
部
十
年
の
歩
み
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【町連 総務部】

総 

務 

部

町
連
幹
事
長

　髙
丸 

禮
好

タイルアートの制作（平成28年7月） タイルアート感謝状贈呈式（令和元年9月）

町連総会（平成28年４月） 東札幌地区新年交礼会（平成29年1月）


